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（様式８）                               （処分業者用） 

  令和７（2025）年 ７月 １０日 

 長野県知事 様 

 

 令和６年度長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定 実施結果報告書   

 

 下記のとおり、産業廃棄物３Ｒ実践計画の実施結果報告書を提出します。 

協定期間   令和４年度から令和６年度 

会 社 名 
 

林金属工業株式会社 

住 所 

〒392-0023 

 長野県諏訪市小和田南9番14号 

 

代 表 者 名  代表取締役 林 斗志幸 

区 分 中間処理     ・     最終処分 

許 可 番 号 ２０２２０４５２２８ 

処 理 施 設 

所 在 地 

（複数ある場合はそれぞれ記入） 

施設名 所 在 地 

ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 長野県岡谷市神明町3丁目19番2号 

  

  

担 当 部 署  管理本部 

担 当 者 名  菊池 成一郎 

連 絡 先 

ＴＥＬ  0266-22-4888 

ＦＡＸ  0266-24-4841 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  kikusei@hayakin.co.jp 

 

１ 目標達成状況 

＊当年度目標値は、当年度実践計画書への記載数字を記入する。 
＊当年度実績値は、計画期間における目標値に対する実績値を記入する。 

（１）リサイクル率実績（中間処理の場合）                   （％） 

廃棄物の種類  

当年度目標値及び実績値  過年度実績値  

 令和６年度 

目標値 

 令和６年度 

実績値 

 令和 5 年度 

実績値 

 令和 4 年度 

実績値 

廃プラスチック類 5 15 4 1 

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず  
1 5 0 11 
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（２）再生利用実績（中間処理業者の場合）                    （ｔ） 

廃棄物の種類  

当年度目標値  

及び実績値 
過年度実績値  

用 途 
令和６年度 

目標値 

令和６年度 

実績値 

令和５年度 

実績値 

令和４年度 

実績値 

廃プラスチック類 17 62 16 2 固形燃料 

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄ 

くず及び陶磁器くず  
1 1 0 4 ガラス原料 

      

      

      

 

（３）最終処分量実績                              （ｔ） 

廃棄物の種類  

当年度目標値及び実績値  過年度実績値  

 令和６年度 

目標値 

 令和６年度 

実績値 

令和５年度 

実績値 

令和４年度 

実績値 

廃プラスチック類 400 337 401 436 

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄ くず

及び陶磁器くず  
39 29 40 33 

     

     

     

 

２ 産業廃棄物の種類、排出量、処理量、処理方法、排出ガス、排出水等に関する情報公開実績 

問合せの会社に公開した。 

見学会は開催できたが参加者がわずかでした。 

 

３ 産業廃棄物処理施設（中間処理施設等・最終処分場）の地域への公開実績 

施設の名称 施設公開状況 

日 時 対象者 人数  内 容 

リサイクルセンター 令和6.8.9 ご近所 1 コロナ対策の影響か集まらない 
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４ 中間処理・最終処分を委託した処理業者（施設）の現地確認実績（中間処理業者） 

区 分 廃棄物の種類 現地確認結果（確認回数、確認日、確認状況等） 

中間処理場 廃プラスチッ

ク類 
令和６年４月１８日 現地確認実施 

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず 
令和６年４月１８日 現地確認実施 

最終処分場 廃プラスチッ

ク類 
令和６年４月１７日 現地確認実施 

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず 
令和６年４月１７日 現地確認実施 

 

５ 従業員教育（研修）実績 

実施月日 対象者 実施内容 

令和6.10.23 産業廃棄物取扱者 産業廃棄物の取扱について講習した。 

   

 

６ 排出事業者への協力要請実績 

取引会社に工場見学を呼びかけたが、コロナ対策を考えて集まらなかった。 

 

７ リサイクル技術向上に向けた取組み実績 

対象廃棄物にについてリサイクルしている排出先を新規開拓、複数契約を実行し、埋

め立てを抑制した。ただし中間処理なし廃棄物 

 

８ 不法投棄・不適正処理を発見した場合の協力実績 

実績なし 
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９ その他独自に取り組んだ事項についての実績 

代替素材への転換※１、環境認証制度※２の取得、電子マニフェスト（公益財団法人 日本産

業廃棄物処理振興センター）の導入等を含む。 

熱中症対策 

※１ 化石燃料由来プラスチック製品等からバイオマスプラスチックなど環境負荷の低い素材や

製品へ転換していくこと 

※２ 環境 ISO 14001、エコアクション 21 等 

 


